
平成２７年度策定

地域管理経営計画等の概要
（胆振東部森林計画区）

第五次地域管理経営計画 平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日

第五次国有林野施業実施計画 平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日

ホロホロ山からの羊蹄山

北海道森林管理局
国民の森林・国有林

注:本資料は計画書本体ではなく、計画の概要を取りまとめたものです。
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１ 胆振東部森林計画区の概要
胆振東部森林計画区の国有林の管理経営は、胆振東部森林管理署が行っています。本森林

計画区の国有林野は、苫小牧市、白老町及びむかわ町の１市２町に広がっています。面積は

約63千ha（流域土地総面積の27％、流域森林面積の38％）となっています。
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本森林計画区の国有林野の現況は、次のグラフのとおりです。

林種別面積

胆振東部森林計画区 全道国有林

人工林の樹種別面積

胆振東部森林計画区 全道国有林

天然生林の林相別面積
胆振東部森林計画区 全道国有林

育成単層林

21.7千ha

（37%）

育成複層林

10.2千ha

（17%）

天然生林

27.1千ha

（46%）

育成複層林

363.0千ha

（13%）

育成単層林

639.8千ha

（23%）

天然生林

1,819.5千ha

（64%）

針葉樹林

181.4千ha

（10%）

広葉樹林

961.4千ha

（53%）針広混交林

676.8千ha

（37%）

針葉樹林

0.1千ha

（0%）

広葉樹林

21.0千ha

（78%）

針広混交林

6.0千ha

（22%）

トドマツ

12.5千ha

（57%）

エゾマツ

アカエゾマツ

5.6千ha

（26%）

カラマツ

2.9千ha

（13%）

その他

0.8千ha（4%）

トドマツ

442.4千ha

（68%）

エゾマツ

アカエゾマツ

91.0千ha

（14%）

カラマツ

97.3千ha

（15%）

その他

21.6千ha

（3%）
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２ 管理経営の基本的な考え方
森林に対する国民の要請は、山地災害の防止や水源の涵養に加え、地球温暖化の防止、生

物多様性の保全、森林とのふれあいや国民参加の森林づくり等、さらに多様化してきていま

す。

本計画では、こうした国民の要請と期待を受け、本森林計画区における課題等を踏まえ、

① 国土の保全その他国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るとともに、

② 林産物を持続的かつ計画的に供給し、

③ 国有林野の活用によりその所在する地域の産業の振興又は住民の福祉の向上に寄与するこ

とを目標として、個々の国有林野を重点的に発揮させるべき機能によって、

Ⅰ 土砂流出や気象害の防備等、災害に強い国土基盤の形成に係る機能を重視する「山地

災害防止タイプ」（「土砂流出・崩壊防備エリア」及び「気象害防備エリア」に細分）

Ⅱ 貴重な自然環境の保全や動植物の保護等に係る機能を重視する「自然維持タイプ」

Ⅲ 国民と自然とのふれあいの場としての利用に係る機能を重視する「森林空間利用タイ

プ」

Ⅳ 騒音や粉塵等の低減・緩和などに係る機能を重視する「快適環境形成タイプ」

Ⅴ 良質な水の供給など水源の涵養に係る機能を重視する「水源涵養タイプ」

の五つの機能類型に区分し、それぞれの目的に応じて、「国民の森林」として、持続可能な森

林の管理経営に取り組んでいくこととしています。なお、各機能の発揮を図るために必要な

施業により生じる木材については、有効利用を図ります。

３ 機能類型の現況と機能に応じた管理経営の推進

本森林計画区の国有林の機能類型別面積は次のグラフのとおりです。

機能類型別面積

胆振東部森林計画区 全道国有林

山地災害

防止タイプ

7.1千ha

（11%）

自然維持タイプ

3.5千ha

（6%）

森林空間利用タイプ

4.1千ha

（6%）
水源涵養タイプ

48.4千ha

（77%）

山地災害

防止タイプ

563.5千ha

（18%）

自然維持タイプ

630.9千ha

（21%）

森林空間

利用タイプ

226.9千ha

（7%）

水源涵養タイプ

1,647.8千ha

（54%）
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（１）山地災害防止タイプ

山地災害防止タイプは、その目的によって「土

砂流出・崩壊防備エリア」と「気象害防備エリ

ア」に細分しています。

「土砂流出・崩壊防備エリア」の森林は、土

砂の流出・崩壊・落石等の山地災害を防ぎ、災

害に強い国土基盤の形成を目的として森林施業

を行うとともに、必要に応じて治山施設を整備

します。

「気象害防備エリア」の森林は、飛砂、風害

等の気象災害を防ぐことを目的として、遮蔽能

力が高く、諸害に対する抵抗力が強い森林の育

成に配慮した管理経営を行います。

（２）自然維持タイプ

「自然維持タイプ」の森林は、原生的な森林

生態系や、希少な生物の生育・生息する森林な

ど、自然環境や生物多様性の保全を図るため、

原則として自然の推移に委ねることとし、野生

生物の生育・生息環境の保全等に配慮した管理

経営を行います。

（３）森林空間利用タイプ

「森林空間利用タイプ」の森林は、保健、レク

リエーション、文化機能の発揮を重視し、景観の

向上やレクリエーションを考慮した保育や間伐等

の森林の適切な整備を行うとともに、必要に応じ

て遊歩道等の施設の整備を行います。

また、国民の保健・文化的利用に供するための

施設又は森林の整備を積極的に行うための森林を

レクリエーションの森として選定しています。

（４）水源涵養タイプ

「水源涵養タイプ」の森林は、良質で豊かな水

の安定供給など水源の涵養の機能の発揮のため、

渇水や洪水の緩和、水質の保全等を目的として、

浸透・保水能力の高い土壌の維持や根系・下層植

生の良好な発達が確立されるよう適切な森林の整

備を行います。

また、活力ある人工林を維持・造成するために

行う間伐などを通じ、地域の経済活動に資する木

材の生産との両立を図ります。

治山ダム

穂別担当区部内（山地災害防止タイプ）

倶多楽湖

（白老町）

レクリエーションの森

（ポロト湖ワカサギ釣り）

プロセッサーによる間伐

（白老町）
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４ 持続可能な森林経営の実施方向
森林からの恩恵を現世代のみならず次世代へ伝えるため、持続可能な森林経営を進めてい

くこととし、次のような施策を実施します。

① 希少な野生生物が生育・生息する森林に

ついて、その生育・生息環境に配慮した森

林施業を推進するなど多様で健全な森林の

整備・保全を推進します。

② 森林生態系としての生産力を維持してい

くため、北海道森林管理局長が別に定めた

「施業の基準」に基づき適切かつ積極的な

間伐の実施に努めるとともに、育成複層林

へ導くための施業等による主伐の実施、並

びに天然力の活用した伐採後の適切かつ確

実な更新等に努めます。

③ 森林病害虫・野生鳥獣等による被害や森

林火災等による森林の劣化を防ぐため、適切な森林の保全対策を講じるとともに、試験

研究機関等と連携し、発生原因の究明及び早期防除に努めます。

④ 「北海道水資源の保全に関する条例」の主旨を踏

まえ、水資源の保全及び水質の汚濁の防止等に配慮

し、降雨等に伴う土壌の浸食等を防ぎ、森林が育む

水源の涵養機能を確保するため、適切な森林施業を

実施します。

⑤ 二酸化炭素の吸収源となる森林を確保するため育

成林の整備を推進するとともに、天然生林の適切な

保全を図るほか、木材の利用を促進します。

⑥ 森林レクリエーションの場を提供するとともに、

文化・社会・精神的なニーズと価値を有する森林の

保全を図ります。

⑦ 「国民の森林」として開かれた管理経営を行うため、森林計画制度の適切な運用に努

めます。

５ 森林の流域管理システムの下での森林・林業再生への貢献
胆振総合振興局、関係市町等との密接な連携

を図りながら、森林・林業の再生に貢献してい

くため、国有林の組織・技術力・資源を活用し、

民有林の経営に対する支援等に積極的に取り組

みます。

具体的には、計画的な木材供給、民有林と国

有林が連携した森林保全事業、生物多様性保全

に資する取組、ＮＰＯやボランティア団体等へ

の活動の場の提供等に努めるとともに、①低コ

スト化を実現する施業モデルの展開・普及、②

林業事業体の育成、③民有林と連携した施業の

推進、④森林・林業技術者等の育成、⑤林業の

低コスト化等に向けた技術開発等の取組を行います。

また、エゾシカによる農林業被害の防除に向けたエゾシカ対策、樽前山の火山噴火対策の

協議会等に参加し情報の発信と共有化、教育関係者や森林ボランティア団体等による森林

整備のための国有林野フィールドの提供や支援及び森林環境教育等にも取り組みを行いま

す。

苫小牧広域森林組合

ペレット製造工場

か ん じ き ウ ォ ー キ ン グ

（ 白 老 町 ）

床 固 工 に お け る 丸 太 残 存 型 枠

（ 苫 小 牧 市 ）
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なお、地方公共団体等との間で森林整備等に関する協定の締結や森林共同施業団地の設定

を推進します。

森林共同施業団地の設定状況

名 称 面積（ha）

国有林 民有林

むかわ町安住・富内地域森林整備推進協定 1,191 1,191

６ 地域の特徴を踏まえた国有林の取組
開かれた「国民の森林」を実現するため、住民参加

の森林づくりを進める一環として、地域の方々からの

意見・要望を聴くための「地元意見交換会」を、平成26

年10月15日(木)に白老町総合保健福祉センターで関係

市町村やＮＰＯ団体、関係業界などの方々56名のご参

加の下、行いました。

本計画においては、寄せられた国民の声を施策に反

映させるよう努めるなど、地域の特徴に応じ、以下の

取り組みについて適切に進めます。

（１）地元自治体等との連携

① 森林共同施業団地の設定に努め、民有林と国有

林が連携することで双方の事業の効率化や低コス

ト化等を図ります。

② 木質バイオマスエネルギー利用の意義の啓発に

努めるとともに、林地未利用材の搬出活用に取り

組みます。

③ 白老町及び関係機関が設定した「イオルの森」に

ついては、「木の文化を支える森づくり」に関する

協定に基づき、植栽したオヒョウニレ、キハダ等の

保育管理等の活動が円滑に実施されるよう支援します。

（２）豊かな自然環境の維持・保全

① 温泉、渓谷、豊かな森林景観持つ支笏洞爺

国立公園などに指定されている森林や風不死

・恵庭・樽前の３火山の影響を受け、地質的

に浸食や崩壊し易い森林等を適切に管理し、

森林生態系の維持・保全に努めます。

② 平成１６年の台風１８号などによる被害跡

地の復旧は、風害を受けにくい森林づくりを

進めていくため、今後も「支笏湖周辺風倒木

被害区域における森林施業について」により

取扱うこととします。

日 高 流 域 林 野 行 政 連 絡 会 議

地 元 意 見 交 換 会

イ オ ル の 森

（ 白 老 町 ）

被 害 跡 地 の 森 林 施 業

（ 苫 小 牧 市 ）
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７ 主要事業の考え方と事業量
本計画期間（平成28年度～32年度の5箇年）における

主要事業の総量は以下のとおりです。

① 伐採総量

森林の有する公益的機能の持続的発揮や地球温

暖化防止に資する森林吸収源対策を推進するため、

積極的な間伐に努めるとともに、育成複層林へ導

くための施業等を推進し、健全で多様な森林の整

備・保全に努めます。

（単位：ｍ
3
、ha）

区 分 主 伐 間 伐 （間伐面積） 臨時伐採量 合 計

材 積 6,293 250,488 (6,319） 20,000 276,781

内 苫小牧市 4,284 94,819 (2,310) 99,103

白 老 町 1,435 83,751 (2,107) 85,186

訳 むかわ町 574 71,918 (1,902) 72,492

注）臨時伐採量の市町村別内訳はありません。

② 更新総量

機能類型ごとの森林整備の目標、当該地の自然的条件及び林業技術体系等を総合

的に勘案して、適切な更新作業を実施します。 （単位：ha）

区 分 人工造林 天然更新 合 計

面 積 45 255 299

③ 保育総量
育成複層林等の多様な森林の確実な成林を期すとともに、森林吸収源対策を推進

するため、現地の実態に応じて実施します。 （単位：ha）

区 分 下 刈 つる切 除 伐 合 計

面 積 15,155 656 4,828 20,639

④ 林道事業量
効率的な森林施業の実施や森林の保全巡視等の適切な管理経営に資するよう、現

地の状況にあった整備に努めます。
開 設

区 分 路線数 延長量(m)

18 39,300

⑤ 治山事業量
保全対象に対する事業の必要性・緊急性等を考慮しつつ、計画しています。

区 分 保全施設

箇所数 18箇所

グラップルとフォワーダによる作業

（むかわ町）
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８ 国有林野の維持と保存
（１）森林の保全巡視等

森林の保全巡視に当たっては、森林火災防止のための啓発活動、境

界の巡視と境界標の確認、廃棄物の不法投棄への対策、入林者へのマ

ナー指導等の働きかけなどを通じ、適切な国有林野の保全管理を励行

するとともに、野生生物の生育･生息状況、森林病虫害や鳥獣害の発

生状況等の把握に努めます。

（２）渓畔周辺の取扱い

渓畔周辺については、野生生物の生息・生育場

所や移動経路の提供、種子などの供給源等として、

生物多様性の保全上重要な役割を担っているため、

本来成立すべき植生による上流から下流までの連

続性を確保することにより、きめ細やかな森林生

態系ネットワークの形成に努めます。

９ 国民参加の森林づくり
「直接森林とふれあい、森林の豊かさを理解しな

がら、森林づくりに参加したい」という声に応える

ため、フィールドの提供、技術の指導等を行うなど

により国民参加の森林づくりを推進します。

種 類 箇所数 面積（ha）

社会貢献の森 4 16.14

木の文化を支える森 1 4.35

遊々の森 1 46.97

多様な活動の森 1 0.50

バ ッ ト の 森 植 樹 祭

（ 苫 小 牧 市 ）

不 法 投 棄

勇 払 川 支 流
（ 苫 小 牧 市 ）



参考 胆振東部森林計画区

主要計画量の対比

新計画（案）

　資源が充実し、主伐及び間伐適期の林分の増加により、主・間伐ともに増と
なっています。

現行計画（当初）
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